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木造小型漁業練習船南星丸の自差とその修正について

源河朝之＊

OntheNaturalConditionanditsCompensationofthe
Magnetic-compass-deviationintheWooden‐

small-sized-fishing-training-shipofFaculty
ofFishery,theNansei-maru

TomoyukiGENKA＊

Abgtract

Themeasuredmagnetic-compassdeviationenstalledonboardtheNansei-maru,awooden-small
-sized-fishing-training-ship，launchedinApril；1967,wasanalyzedandbroughtintosome
compensations,withthefbllowingitemsascertained．

l）Themeasuredmaximumsofthemagnetic-compass-deviationwas24､７．ｗ,lyincaseofthe
standard-compass,ａｎｄ２２.ｌｏｗ,lyincaseofthesteering-compass,respectively･Ｔｈｉｓｍａｙｂｅｄｕｅ
ｔｏｔｈｅｅ鮭ctoftheship-magnetismbelongingofthedeviation-co-efricient（B),butthedetailed
processwasleftunclarified,yet，

2）Bydintofthedeviation-compensationsexecutedonboardtheship‘themaximumwasmade
tobekeptwithiｎａｂｏｕｔ１．５．，butbefbretheestablishmentofthisprocessitwillbenecessaryto
havefUrtherinvestigationsappliedsuccessively、

3）ThenarrownessofthebridgeoftheNansei-marumadeitimperativetopaythenecessary
attentionsinthehandlingoftheinstrumentsmadeofiron、

4）EvenincaseofsuchasmallsizedvesselastheNansei-maru,tosupplyherwithamagnetic
compasshavingexcellentcompensatingequipmentwasdeemeddesirable．

緒 言

昭和42年３月竣工した鹿児島大学漁業練習船南星丸（総噸数44.56噸，ディゼル機関220馬
力１基）は，船体そのものは木造船であるが船橋，無線室，機械室囲壁，賄室は鉄材を使用

しているため（Fig.１.参照）装備された磁気コンパスにかなりの自差が生ずることは当然予

想された．そして船橋および船橋上甲板に設置された操舵用コンパスと基準コンパスは共に
佐浦式卓上型T-15011型（修正装置付き）磁気コンパスである．（Fig.２.参照）南星丸は船
橋が狭く，Fig.２．に見られるように，鉄製の計器類が配置されたため船橋構成材と共に磁気
コンパスが影響を受けるものと考えられ，そのために生ずる自差の修正は相当な困難が予想
された．また，船橋上甲板の基準コンパスも船橋構成材の外にレーダマスト，探照灯，拡声
器，ハンドレール等があるため（Ｆｉｇ．2．Fig.３，Fig.４.参照）それ等の影響を受けて，やは

り相当量の自差発生が予想されたので，その実態を測定して，できるだけ無自差に修正し航
海の安全を期す必要があると考えた．竣工後直ちに自差測定を行なったところ予想通り多量

＊鹿児島大学水産学部航海学教室

（LaboratoryofNavigation,FacultyofFisheries,KagoshimaUniversity）
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の|今I差が測定されたので，発生lXi差の性質を分析するためドl差係数を算出し，ＩきI差修正を施

し，ほぼ無Ifl差の状態まで修正して航海に支障のないようにすることができたので，その尖

Ｅｉ１ｇｉｌ１(、（､ａｓ'１哨

Nansei-maru

Fig、１．Ｐｈｏ[ographsshowingtheEishing-training-boat
theNansei-maruanditsblocksystem

態と修jl畠に対する考察および今後の問題点について述べることにする．近年50噸級の同型船

（木鉄交造船）が姓造される似向にあり，船橘に装備される計器狐は次第に多くなり，船橋

の狭さとｲ11侠って磁気コンパスに生ずる|'|錐はかなりの11tになることが考えられるので，で

きれば小ﾉli1ジャイロコンパスの装備がI'判ましいが，設111ぱ!iの関係であまり期待はできない．

従って，行船にあたる荷は磁気コンパスの''1茨に1-分注意してその実態を何時もり]らかにし

ておく必要がある．また，その経年変化に対しても関心を持つ事が大切である．現在のとこ

ろ，この純の研究発表をあまり凡ないのでrl兼に対する小ﾉ'iu船乗組員の認識をI苛める必要を

感じ，この論文を発表する．

測定方法と結果

南星丸は昭和41年12月１２日に鹿児島ﾘｉｌ:''1川港の'１１川造船鉄工所で超ﾕﾕされ，昭和42年３月

１１日進水，｜,1年３月２０日竣眼を兄たもので，造船台の船荷方向は147oでFig.１．に示した４

個のブロック（船橋，無線室，機械案，１用砿，lMi宅）を佃々 に作製して船体（木造）に組立

て取ｲ､｣･けて辿辿されたものである．従って個々のブロックの’冊磁はそれぞれ固有の磁性を持

っていると考えられ，磁気コンパスにおよぼす影群は群「複雑であるものと予想された．昭

和42年４月11日|ｌ｣川港沖において偏針俵を川いてIfl差修11昌を施しているが、その結果操舵川

コンパスは雌''1錐と報flfされたが，基準コンパスは修'1畠|刷難とのことであった．思うに，コ

ンパスカードの小さい小ﾉliuコンパスをｲ'111針俵を仙川して修正することは動揺の大きい小ｌｌＩｕ船
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の自差修正には不適当であると考える．さて，筆者は昭和42年５月２日鹿児島大学水産学部

南東沖合において修正された磁気コンパスの自差測定を遠標方位法によって行なったとこ

ろ，かなりの自差が測定されたので，再修正を行なうことにして，先づ自差測定から実施し

た．物標は大隅半島の高隅山の山頂で物標までの距離は約13浬であったので，南星丸の旋回

圏から推して視差は無視することができる．自差測定は先づ，基準コンパスの修正装置を撤

去して行なった．（船首方位は操舵用コンパスによった）そして自差係数を算出し，自差の

発生原因（磁性）を検討して自差修正を施した．次に操舵用コンパスは基準コンパスとの比

較によって自差を測定し，基準コンパスの場合と同様に自差係数を算出し（修正装置を撤去

し，基準コンパスによって船首方位を決定した）その結果によって自差修正を施した．無修

正状態の自差表をTable１．に掲げその自差係数をTable２．に掲げた．自差修正を施した結

Table１．DeviationtableoftheNansei-maru．

（Removedconditioninthecompensationequipment）

Table２．Co-e缶CientofdeviationintheNansei-maru．

（Removedconditioninthecompensationequipment）
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采一応無自差に近い状態に修正することができた．次いで６月10日知林島沖で第２回目の自

差測定（遠標方位法）を行ない，また，６月19日に初回の測定場所とほぼ同一の場所で同様

な方法で第３回目の自差測定を行なって自差の変化について検討した．その結果をTable３．

に掲げた．また，自差修正装置の状況をFig.５．の写真で示した．（横置磁梓および縦置磁楳

Co-eflicient

ofdeviation Standardcompass
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の状況）フリンダースバーは操舵用コンパスのみに４本使用し，パーマロイ板はそれぞれ左

右１枚ずつ使用し操舵コンパスは最上段に，基準コンパスは最下段に挿入して修正を行なっ

た．

Table３．DeviationtableoftheNansei-maru．

（Conductedconditionfbrthecompensationofthemagneticdeviation）

孟蘇|亘唖Ⅲ‘…m
Valuesofdeviation(degree）
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考 察

自差測定の結果Table１．に見られるように，かなりの自差が生じており，木造船の目差

としては全く意外であるがその原因は前述のようにデッキハウスに鉄材を使用して建造され

たことと，コンパス附近に鉄材の配置が相当にありしかも距離がかなり接近しているためで

あると見られる．Table２．に見られる自差係数のうち，基準コンパス，および操舵用コンパ

ス共に自差係数Ｂ,Ｃが大きいことから船体の永久磁気的な磁性によるものと思われるが，係

数B,Ｃの分解(永久磁気と垂直軟鉄の感応磁気に分解する)ができない現状では判然としない

が，Fig.２，Fig.３，Fig.４．に見られる鉄器類の配置状況から推して，船体の永久磁気的な磁性
によるものと思われる．即ち，レーダマストは垂直軟鉄でありコンパスに接近しているが，

基準コンパスではその高さの中間位の所がコンパスカードに近い位置にあるため大きな影

響はないものと考えられる．しかし，操舵用コンパスにはその下端極が影響すると思われ，

その他に煙突，通風筒，鉄梯子等垂直軟鉄材もかなりあるところから一応フリンダースバ

ーを使用してみたがこれはあくまで推定であるので，今後の自差測定の検討結果から修正の

変更も当然考えられる．基準コンパスにはフリンダースバーの使用は控えたが，それは後日

の修正に対する参考資料にするためである．自差修正の象限差修正は両コンパスとも大体同

じ程度（前述した通り１枚宛を使用）としたが自差係数の比較から見ると基準コンパスの方

が多い様に考えられる．以上で自差修正に対する検討は終るが，地理的位置の変化による自

差の変化を検討しないとはっきりした結論は下せない．このコンパスの修正装置は縦置磁楳
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騨

はFig.５．に兄られる様に左側は間定磁梓で右側の磁梓の角度の開閉によって洲盤するように

なっているが，南星丸の修正の場合は両コンパス共に左側の間定磁枠だけですでに修正過乗

1５０

ＡｒｏｕｎｄｏｆｔｈｅｓｔａｎｄａｒＱｃｏｍｐａｓｓ

となってしまうので左側磁梓を除き右側磁楳の開閉のみで修正する以外に方法はない．南星

丸のような小型船は磁気赤道に行く機会は殆んどないと思われるので，係数Ｂ,Ｃの分解によ

る自差修正は困難であるが，このような場合には船の行動限界内（北限と南限）でrI差の実

態をつかみ，それによって対･処する以外に方法はない．従って今後の南製丸の行動範I〃Iにお

ける最北地点と妓南地点の盗料を得ることによって判断を下したいと考えている．また，船

橋等の鉄材使川筒所は屯接によって組立てられているので半永久磁気の存在も考えられるが

同一場所におけるIfI差測定の経年変化を兄て半永久磁気の消滅，或は木存在を確認する必

要がある．特に半永久磁気は筆者の研究1)や大北2)福井3)其の他の研究発表から岐初の１年間

にその変化が特に激しいと思われるので，その点を追及して変化の実態を十分につかむ必要

Ｉ

Aroundofthestandardcompass

Fig.２PhotogI･aphsshowingthearrangementoftheinstrumentsandtheironmaterialsｉｎａｒｏｕｎｄ

ｏｆｔｈｅｂｒｉｄｇｅａｎｄａｒｏｕｎｄｏｆtheupper-bridge-deck．
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があると思うのでその点については今後の研究に侯ちたい、
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Standardcompass

Steermgcompass

Fig.５．Photographsｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｃｏｍｐｅｎｓａｔｌｎｇｅｑｕｌｐｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｍａｇｎｅｔ１ｃ
ｄｅｖｉａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｓｔａｎｄａｒｄｃｏｍｐａｓｓａｎｄｔｈｅｓｔ“rmgcompass．

結 び

1５３

小型木造船に生ずる肖差の原因は，木造船にも鉄材を使することが原因であることは論を

侯たない．しかし，その実態についてはあまり発表がないが，意外に大きなl'i差が発生する

場合がある．今回の測定結果から木造船と言えども脚差測定を十分に行なってドI差修正を行

なうことが極めて重要なことであることを痛感した．昭和42年度の海上保安庁白書による

と，小型漁船の海難発生原因のうち乗揚げ事故による比率は全海難の３割以上に達している

が，その中には針路の誤りや向差の未確認によるものがｲ;Ⅱ当にあるものと考えられる．

これは自差に対する知識の不十分と，修正を施してないコンパスを使用したり，或は修正

装股のないコンパスを使用したりしたことに原閃していると思われるので，小型船乗組員に

対し自差についての認識を深めることを強調しておきたい．今回の研究結采から結論として

要約すると次のようである．

1）南星丸の磁気コンパス自差は基準コンパスで24.7.の偏IﾉLiEI差，操舵川コンパスで22.1.

の偏西自差の最大値を示した．その原因は永久磁気的なものと思われるが，まだ明らかで
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ない．

2）自差修正を行なった結果，最大値で約1.5.以内に納めることができたが，尚，今後の継
続研究が必要である．

3）南星丸は船橋が狭いため特に鉄器類の取扱いについては十分な注意が必要である．

4）小型漁船と言えども修正装置の完備した磁気コンパスの装備が望ましい．

尚，今後の問題として，船体半永久磁気が存在しているかどうか，また，自差修正は係

数B,Ｃの分解がなされていないままの修正であるので適当であるかどうかについて今後の研

究に侯ちたいと思う．

終りに，本研究を行なうにあたり，御協力戴いた南星丸の高橋船長外乗組員，並びに本学

部の肥後助教授に対し深く感謝の意を表する次第である．

l）

2）

3）
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